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【目的】
RNA干渉誘導エレメントとして機能する本発明の新規ヌクレオチド配列は、任意（所望）の遺伝子と連結して細胞
に導入すると、その発現に伴い該遺伝子に対するsiRNAが細胞内において産生され、RNA干渉による遺伝子ノッ
クダウンが誘導される。本発明は、このRNA干渉を誘導する機能配列を活用した遺伝子ノックダウン技術と、その
細胞導入ベクターおよびその用途について提供する。
【効果・特徴】
１）本発明では、ベクター・プラスミドによってRNA干渉誘導コンストラクトを細胞内に導入し、細胞内において
siRNA産生を誘導するため、直接siRNAを細胞内に導入する手法に比較してRNA干渉効果が持続する。
２）本発明では、標的遺伝子配列と核酸配列（SIRE）を連結するだけでRNA干渉誘導コンストラクトの作成が完了
し、従来のベクター・プラスミドによるRNA干渉に比較して簡便にRNA干渉誘導ベクターが調製される。
３）本発明のRNA干渉誘導エレメントを用いれば、容易に所望の遺伝子の安定なノックダウン、所望の遺伝子に
対するsiRNAの製造などが可能であり、リサーチツールとして基礎科学分野での利用の他、農作物の品種改良等
においてバイオテクノロジー分野、遺伝子治療等において医療分野等への応用が大きく期待される。
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技 術 概 要

本発明のRNA干渉を誘導するエレメント（核酸配列、呼称SIRE）は、ヘテロクロマチン構造をとる分裂酵母のセント
ロメア反復配列から発見された。SIREを任意の遺伝子に融合させ、ベクター・プラスミドに載せて細胞内に導入す
ると、その遺伝子に由来するsiRNAが細胞内で産生される。この機構を利用して行う遺伝子ノックダウン法（RNAi）
と、それを活用した様々な用途を提供することを本発明の目的とする。遺伝子治療、品種改良、医薬開発等の広
範な分野での利用が期待される。本発明では、siRNAを生体外で調製しするのではなく、予めベクターとして生体
内に導入し、細胞内にてsiRNAが産生される方法である。
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